




 
 
こんにちは。いつも主夫日記にお付き合いありがとうございます。 

皆さんは普段の生活でどんなことを大切にしていますか？今回の主夫日記は男性の生き

づらさ。僕が主夫になるまでと主夫になってからのお話です。 

会社員時代の僕は、時期によって平日は遅い時間まで働き週末は趣味のために出勤を避

ける働き方と、残業せず早く帰り家事をする働き方の 2 通りの働き方をしていました。（週

休 2 日制でしたが、仕事の状況で土曜出勤がありました。） 

家事をする時間を取るようになったのは、15 年ほど前。家族が病気になったのがきっか

けです。最初は夕食の準備だけでしたが、その後さらに家族の病気が悪化し、僕が家事全

般も受け持つことになりました。会社での業務負担を減らしてもらうよう上司に相談した

ところ、これまで実績を作ってきた仕事から離れ、単純作業の現場に異動になりました。 

残業せずに働かせてもらったのは少しの間で、景気が良くなり仕事量が増えると残業せ

ずに働くことが出来なくなっていきました。働き方について会社と交渉して雇用形態をパ

ートに変えてもらうことも考えたのですが、会社を辞めて主夫になる選択をしました。 

会社を辞めた当初、昼間に買い物に行くのはご近所の目が気になり、夕方、仕事帰りの

時間帯に買い物に行っていました。僕は仕事を辞めて人目を気にしているのに、同い年の

女性は「仕事辞めてん」と気楽に話しているのが羨ましかったです。当時の僕にとっての

男性の役割は、家計を支えるもの。いろいろな困り事も自分で解決するものと思っていま

した。この考え方が僕の生きづらさにつながっていたのです。 

今は、「僕の家には僕の家族に合わせた役割分担があるねん！」と考えるようにしていま

す。これからは周りの人の力も借りながら、威張らず、甘えず、自分らしく生活していき

たいと思っています。 

女性の役割が変わってきている現代、男性の役割と意識もそれに合わせて見直しが必要

なようです。1970 年代末頃から男性の＊ジェンダーを研究しておられる伊藤公雄先生が、

今年の 7 月 2 日に三木市男女共同参画週間記念講演会で講演してくださるそうです。 
お話をうかがって、みんなが生きやすいように僕たちの意識を変えるきっかけになった

ら良いなと思います。みなさんもご一緒にいかがですか？ 
                                （編集委員Ｉ） 

＊生物学的な性別（sex）に対して社会的、文化的に作られる性別（gender）（男性と女性の役割の違いによ
って生まれる性別） 

 
 
 
 
 
 
 

テーマ 講師 日時 会場 

～伝わる話し方で～ 
面接攻略セミナー 

川邊 暁美さん 

(言の葉 OFFICE かのん代表) 
令和５年７月 15 日 

10 時～12 時 
教育センター３階 

セミナー室 

女のものさし・男の定規 
黒崎 輝美さん 

（健康いきがいづくりｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ）  
令和５年７月 19 日 
10 時～11 時 30 分 緑が丘町公民館 

少子高齢化時代の男女の役割 
小川 真知子さん 

(NPO 法人 SEAN 理事長) 
令和５年 8 月 22 日 
10 時～11 時 30 分 自由が丘公民館 

 

主夫日記「男性の生きづらさ」 

＊＊＊ 今後の男女共同参画センター主催の講座  ★要事前申込 ＊＊＊ 




